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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年1月9日(2020.1.9)

【公開番号】特開2017-105763(P2017-105763A)
【公開日】平成29年6月15日(2017.6.15)
【年通号数】公開・登録公報2017-022
【出願番号】特願2016-229721(P2016-229721)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｋ  47/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/20     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/69     　　　　
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   Ａ６１Ｋ   47/18     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/22     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/519    　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｋ   47/20     　　　　
   Ｃ０７Ｆ    5/04     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月20日(2019.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　ａ）５－（４－シアノフェノキシ）－１，３－ジヒドロ－１－ヒドロキシ－２，１－ベ
ンゾオキサボロール、薬学的に許容できるその塩もしくは水和物もしくは溶媒和物；
ｂ）プロピレングリコール約５％（ｗ／ｗ）～約１５％（ｗ／ｗ）；
ｃ）ブチル化ヒドロキシトルエン；
ｄ）エデト酸カルシウム二ナトリウム；
ｅ）モノおよびジグリセリド；
ｆ）パラフィンろう；ならびに
ｇ）白色ワセリン
を含む局所医薬製剤。
【請求項２】
　ａ）５－（４－シアノフェノキシ）－１，３－ジヒドロ－１－ヒドロキシ－２，１－ベ
ンゾオキサボロール約０．１％（ｗ／ｗ）～約２％（ｗ／ｗ）；
ｂ）プロピレングリコールＵＳＰ約５％（ｗ／ｗ）～約１５％（ｗ／ｗ）ＵＳＰ；
ｃ）ブチル化ヒドロキシトルエン０．１％（ｗ／ｗ）；
ｄ）エデト酸カルシウム二ナトリウム０．００３５％（ｗ／ｗ）；
ｅ）モノおよびジグリセリドＮＦ７％（ｗ／ｗ）；
ｆ）パラフィンろう５％（ｗ／ｗ）；および
ｇ）白色ワセリン７６．８９６５％（ｗ／ｗ）
を含む、請求項１に記載の局所医薬製剤。
【請求項３】
　ａ）５－（４－シアノフェノキシ）－１，３－ジヒドロ－１－ヒドロキシ－２，１－ベ
ンゾオキサボロールまたは薬学的に許容できるその塩約２％（ｗ／ｗ）；
ｂ）プロピレングリコールＵＳＰ約９％（ｗ／ｗ）；
ｃ）ブチル化ヒドロキシトルエン約０．１％（ｗ／ｗ）；
ｄ）エデト酸カルシウム二ナトリウム約０．００３５％（ｗ／ｗ）；
ｅ）モノおよびジグリセリドＮＦ約７％（ｗ／ｗ）であり、４０％～５５％が前記モノグ
リセリドである、モノおよびジグリセリドＮＦ；
ｆ）パラフィンろう約５％（ｗ／ｗ）；および
ｇ）白色ワセリン約７６．８９６５％（ｗ／ｗ）
からなる、請求項２に記載の局所医薬製剤。
【請求項４】
　サイトカインおよび／またはケモカインの放出を減少させるための、請求項１～３のい
ずれか１項に記載の局所医薬製剤。
【請求項５】
　炎症関連状態を処置するための、請求項１～３のいずれか１項に記載の局所医薬製剤。
【請求項６】
　炎症関連状態が乾癬である、請求項５に記載の局所医薬製剤。
【請求項７】
　炎症関連状態がアトピー性皮膚炎である、請求項５に記載の局所医薬製剤。
【請求項８】
　ヒトにおいてアトピー性皮膚炎を処置するための、請求項１～３のいずれか１項に記載
の局所医薬製剤。
【請求項９】
　１日２回投与される、請求項８に記載の局所医薬製剤。
【請求項１０】
　約２８日間にわたって投与される、請求項９に記載の局所医薬製剤。
【請求項１１】
　医薬製剤と組み合わせて投与される第２の活性薬剤をさらに含む、請求項８に記載の局
所医薬製剤。
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【請求項１２】
　第２の活性薬剤が、トファシチニブ、ＪＴＥ－０５２、バリシチニブ、またはウパダシ
チニブである、請求項１１に記載の局所医薬製剤。
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